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１．委員会活動方針	

	 	 	 青年会議所は定年制であり、何もしなければ会員の人数と共に、青年会議所運動のまち

への影響力も低下していきます。明るい豊かな社会の実現に向けて、私たちが継続的に力

強い運動を展開し続けていくためには、まちで活躍する若者を一人でも多く集めて、まち

に対し関心を高めて組織一丸となった運動をしていく事が必要です。 
本年度、拡大研修委員会では拡大対象者にとって青年会議所に対する入口のハードルを

下げる会員拡大と青年会議所運動の基礎的な方針をより理解して、会員として成長するだ

けでなくまちへの関心を高める研修を行い会員の資質向上に繋げます。まずは、我々が主

催する事業に拡大対象者が自然と参加しやすい環境を作り、当会議所の魅力を効果的に伝

え、組織一丸となって拡大活動をしていきます。そして、神奈川ブロック協議会会長公式

訪問に参加し、神奈川ブロック協議会の運動指針を学ぶことで青年会議所運動の理解を深

める機会を提供します。また、近隣の地域との交流を介して、まちへの関心を高めて、ま

ちの事を学ぶ３LOM合同例会を行います。また、まちの若者たちに当会議所運動やまちに
ついて考え、話し合う機会を作り共感を得るきっかけとします。最後に、入会の浅い会員

が事業構築を体験することで、事業を作る事の大変さや達成感を得ることができ、早期に

当会議所を支えられる会員となる為の研修を行います。 
これらの事業を行うことによって、青年会議所運動とまちについて学び、よりまちで活

躍できる人材となった会員ひとりひとりが積極的に拡大活動を行う事で、継続的に青年会

議所運動を展開し続けることができます。そしてそれは、我々が目指している明るい豊か

な社会の実現の一助となると確信します。 
 
 
２．委員会事業計画	

（Ⅰ）会員拡大と継続拡大基盤作りの実施	

	 （ａ）内	 	 	 容：会員拡大活動並びに継続拡大できる基盤作り	

	 （ｂ）時	 	 	 期：２０１９年	 １月～１２月	

（ｃ）対	 	 	 象：会員を対象に４０名程度並びに入会希望者、対象者	 	

（ｄ）結果の公表：ホームページ並びに総会資料に掲載	



	

（Ⅱ）青年会議所運動の方向性を学ぶ事業の実施	

	 （ａ）内	 	 	 容：神奈川ブロック協議会会長公式訪問への参加	

	 （ｂ）時	 	 	 期：２０１９年	 ２月	

（ｃ）対	 	 	 象：会員を対象に４０名程度並びに入会希望者	

（ｄ）結果の公表：ホームページ並びに総会資料に掲載	

	

（Ⅲ）まちへの関心を高め学ぶ事業の実施	

	 （ａ）内	 	 	 容：３ＬＯＭ合同例会の開催（主管：公益社団法人鎌倉青年会議所）	

	 （ｂ）時	 	 	 期：２０１９年	 ６月	

（ｃ）対	 	 	 象：公益社団法人鎌倉青年会議所会員を対象に４０名程度並びに入会希

望者	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 一般社団法人逗子葉山青年会議所	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 一般社団法人藤沢青年会議所	

（ｄ）結果の公表：ホームページ並びに総会資料に掲載	

	

（Ⅳ）若者たちと語り運動やまちの魅力を伝える事業の実施	

	 （ａ）内	 	 	 容：交流会の開催	

	 （ｂ）時	 	 	 期：２０１９年	 ８月	

（ｃ）対	 	 	 象：会員を対象に４０名程度並びに入会希望者、ＯＢ、対象者	

（ｄ）結果の公表：ホームページ並びに総会資料に掲載	

	

（Ⅴ）即戦力育成のための事業の開催	

	 （ａ）内	 	 	 容：入会の浅い会員で事業構築を学ぶ事業の開催	

	 （ｂ）時	 	 	 期：２０１９年１１月	

（ｃ）対	 	 	 象：会員を対象に４０名程度並びに入会希望者	

（ｄ）結果の公表：ホームページ並びに総会資料に掲載	

	

３．共通実施事項	

	 （ａ）会員拡大	

（ｂ）渉外事業への参画、参加	


